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近年太陽光紫外線等の検知用途で、小型で安価な紫外線センサに対するニーズが増えている。

我々のグループでは、ZnO 単結晶の紫外線センサへの応用を検討し研究開発を進めている。本報

告では、太陽光紫外線検知を目指して開発した、超小型 ZnO 紫外線センサ及び紫外線センサモジ

ュールについて報告する。 
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Recently, ultraviolet rays reaching the earth’s surface have increased due to increasing 
ozone depletion, and they may have adverse effects on the human body. Therefore, there is a 
need for a small and low-cost ultraviolet sensor. In this paper, ultraviolet sensor of a 
Schottky barrier photodiode using a ZnO single crystal and ultraviolet sensor module are 
described. 
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近年オゾン層破壊が進行し、地表へ到来する紫外線量が

増加している。その為、太陽光紫外線が健康に及ぼす悪影

響が懸念されている。このような背景からパーソナルユー

スにおいても、手軽に紫外線量を知り、それに応じて日傘

や帽子をかぶるなどの対策をしたいというような、紫外線

センサに対するニーズが増えてきている。 
本研究開発では ZnO プロジェクトの一環として、ZnO

単結晶基板の高い紫外線吸収特性を活用し、紫外線センサ

への応用研究を進めてきた。開発したセンサ素子は、ZnO
基板上に半透明 Pt 電極、裏面に Al オーミック電極を形

成した光起電力型フォトダイオード構造を持つ。尚、本セ

ンサの詳細は、電気学会論文誌 E（IEEC Trans. SM, Vol. 
127, No.3, 2007）および American Institute of Physics, 
Applied Physics Letter ( Appl. Phys. Lett., 90_121906)
を参照されたい。図１には、ZnO 単結晶紫外線センサを

搭載した、紫外線センサモジュールの外観写真を示す。本

モジュールは、紫外線センサと周囲温度補正用のサーミス

タ出力をマイコン IC へ入力することにより、周囲温度補

正等の信号処理し、液晶ディスプレイへ表示する構成とな

っている。また、メモリに内蔵した感度や暗電流等のセン

サ定数を適宜書き換えることにより、センサ感度や周囲温

度依存性の補正が可能である。本モジュールには、１）紫

外線量の数値出力（擬似 UV インデックス表示）、２）任

意に設定した紫外線量からの減衰率表示、３）アナログ電

圧出力、計３種の動作モードを設定した。これらの機能に

より、太陽光紫外線量測定から、UV カット化粧品などの

カット率（減衰率）表示、そして紫外線照射装置等におけ

る UV 受光量の電圧出力等の用途へ対応可能である。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 紫外線センサモジュールの外観図 
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